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擬
物
語
と
社
会
相

　
　
「
行
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
元
の
水
に
あ
ら
ず
。
流
れ
に
浮

か
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ど
ま
る
た
め
し
な
し

…
…
」

　
と
は
、
有
名
な
鴨
良
明
の
方
丈
記
冒
頭
の
記
で
あ
る
。

　
し
か
し

　
　
「
お
く
質
の
流
れ
は
、
請
は
ず
し
て
、
し
か
も
元
も
利
も
あ
げ
ず
。
米
屋
そ

う
り
や
る
う
ち
ま
き
は
、
か
つ
き
れ
、
か
つ
あ
が
り
て
、
久
し
く
さ
が
る
事
な

し
…
…
」

　
と
な
る
と
、
少
々
妙
な
も
の
に
な
る
。

　
こ
れ
は
、
擬
物
語
（
に
せ
も
の
が
た
り
）
眼
中
、
今
良
明
作
、
犬
方
丈
記
（

窮
施
行
）
な
る
も
の
の
書
き
出
し
で
あ
る
。

　
近
来
、
自
蔵
の
書
中
に
含
ま
れ
て
い
る
擬
物
語
を
久
々
に
目
に
す
る
機
会
を

得
た
の
で
、
「
擬
物
語
と
社
会
相
如
何
」
と
云
う
問
題
に
つ
い
て
感
じ
た
事
を

書
き
記
る
し
て
見
た
。

　
　
　
　
一

　
。
明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
日
、
国
書
刊
行
会
発
行
の
近
世
文
芸
叢
書
第
七
巻

は
、
擬
物
語
類
を
収
録
し
て
い
る
。

゛･l
○

後
　
　
藤

ぞ

重
　
　
巳

煩
わ
し
い
が
、
そ
の
全
て
を
一
覧
す
る
と

Ｘ

　
一
、
仁
勢
物
語
　
　
　
　
　
　
二
巻

　
一
、
伊
勢
物
語
ひ
ら
言
葉
　
　
四
巻

　
一
、
仁
勢
物
語
通
補
抄
　
　
　
一
巻

　
一
、
お
さ
な
源
氏
　
　
　
　
　
十
巻

　
一
、
紅
白
源
氏
物
語
　
　
　
　
六
巻

　
一
、
犬
の
隻
眼
　
　
　
　
　
　
二
巻

　
一
、
お
ち
く
ぼ
物
語
　
　
　
　
二
巻

　
一
、
寛
澗
平
家
物
語
　
　
　
　
六
巻
　
　
　
　
　
‘

　
一
、
吉
原
つ
れ
づ
れ
草
　
　
　
五
巻

　
一
、
新
つ
れ
づ
れ
草
　
　
　
　
一
巻

　
一
、
茶
人
つ
れ
づ
れ
草
　
　
　
一
巻

以
上
草
子
類
を
戯
作
化
し
た
ハ
種
十
九
巻
、
古
物
語
の
梗
概
を
示
し
た
作
品
同

種
二
十
二
巻
な
収
め
て
い
る
。

　
こ
の
各
巻
を
、
当
叢
書
の
緒
言
に
依
り
、
作
者
及
び
眸
、
版
行
年
代
を
列
挙

す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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ぐ
々
け

　
　
｀

ｊ物
　
　
語
　
　
名

ひ
ら
こ

通
補
抄

お
さ
な
源
氏

紅
白
源
氏
物
語

犬
の
草
子
’

お
ち
く
ぼ
物
語

方
丈
記

澗
平
家
物
語

原
つ
れ
づ
れ
草

つ
れ
づ
れ
草

人
つ
れ
づ
れ
草

一

一

作
　
　
者

ｊ丸
光
広
（
伝
）

智
計

六十
一梅野

　□
鼎立

選圃

一

一

一

一

一
一

９
・

９
’

　
　
長
明

一

（
？
）

賀
鳩
渓
（
？
）

年
　宝正覚天万覚寛寛天延寛？暦徳永和治永永文明宝永

　明年七二二十四年六六正
　和中年年年一年間年年保
　期　　　　　　年　　　　　　期

代

備
　
考

　
四
、
近
世
生
活
面
に
お
け
る
及
実
性
　
。

　
等
、
交
互
に
関
係
し
合
っ
て
擬
物
語
の
発
生
と
云
う
事
象
の
事
を
説
明
し
た

い
と
思
う
。一

一

　
本
稿
で
考
え
を
述
べ
る
時
、
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
二
つ
の
見
解
が
考
え
ら
れ

る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
諸
擬
物
語
の
内
容
と
社
会
相
と
の
関
係
で
あ
り
、
他
の
一
つ

は
歴
史
的
、
別
に
云
え
ば
文
学
史
上
で
の
擬
物
語
の
価
値
の
問
題
で
あ
る
。
し

か
し
両
者
共
に
全
く
の
別
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
と
云
う
性
格
の
も
の
で
な
い

の
で
前
后
し
て
考
え
て
見
よ
う
と
思
う
。

　
日
本
の
文
化
史
を
眺
め
る
時
、
奈
良
平
安
時
代
は
、
廻
知
の
様
に
、
特
殊
階

級
つ
ま
り
、
上
流
貴
族
に
独
占
さ
れ
た
貴
族
色
一
色
の
文
化
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
が
、
鎌
倉
期
に
入
り
、
武
士
へ
の
政
権
の
移
行
に
伴
い
、
前
代
ま
で
の

文
化
面
に
お
け
る
き
ら
び
や
か
さ
、
繊
細
さ
は
、
逸
し
は
し
た
も
の
の
新
興
の

武
士
の
性
格
を
そ
の
ま
ま
表
示
す
る
質
実
剛
健
さ
を
加
味
し
た
文
化
へ
の
指
示

を
示
し
は
じ
め
る
。

　
更
に
進
ん
で
、
室
町
期
、
安
土
桃
山
期
に
至
る
に
及
び
、
庶
民
層
の
成
長
に

伴
い
、
文
化
面
に
は
著
し
い
庶
民
性
を
見
る
事
に
な
り
、
江
戸
時
代
へ
と
展
開

す
る
。

　
安
土
の
桃
山
期
以
后
、
郷
村
制
の
発
展
に
伴
う
農
民
層
進
展
に
は
著
し
い
も

の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
し
ば
ら
く
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
各
地
の
城
下
町
を
は

じ
め
と
す
る
都
市
の
驚
嘆
す
べ
き
発
展
、
と
り
わ
け
大
阪
と
江
戸
と
の
そ
れ
に

は
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
両
者
を
母
胎
と
し
た
も
の
が
、
近
世
日
本
の
文
化
史
の
上
で
、
二
つ

タ
ー
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

24

　
歴
史
的
な
一
つ
の
事
象
が
、
出
現
す
る
為
に
は
、
そ
の
出
現
を
可
能
な
ら
し

め
る
理
由
、
原
因
が
存
在
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
理
由
、
原
因
と
、
生
じ
た
事

実
と
の
関
係
を
必
然
と
見
る
な
ら
ば
、
歴
史
の
全
て
の
事
象
は
必
然
的
な
現
象

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
近
世
に
至
り
擬
物
語
の
出

現
を
見
た
事
に
は
、
そ
れ
相
応
の
原
因
が
存
在
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
原
因
が

単
一
的
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
又
互
に
交
互
す
る
複
合
的
な
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。

　
併
し
、
私
は
単
な
る
一
つ
の
原
因
や
動
機
の
み
を
、
こ
の
擬
物
語
の
発
生
の

原
因
と
は
し
た
く
な
い
。

　
一
、
印
刷
術
の
発
達
に
伴
う
書
籍
の
普
及

　
二
、
徳
川
氏
の
強
力
な
統
一
と
対
国
家
意
識
及
び
国
学
の
発
達

　
三
、
庶
民
層
の
発
展

49
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X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
ぐ

の
大
き
い
ピ
ー
ク
を
構
成
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
元
禄
文
化
で
あ
り
、
一
つ
は
文
化
文
政
（
化
政
）
の
文

化
で
あ
る
。
前
者
は
上
方
（
大
阪
）
を
中
心
に
、
後
者
は
、
江
戸
を
中
心
に
盛

花
を
結
ぶ
に
至
る
。

　
俗
に
云
う
低
俗
文
学
の
盛
行
は
室
町
以
降
で
あ
る
が
、
擬
物
語
と
社
会
相
と

の
関
係
は
、
こ
の
低
俗
文
学
（
俗
文
学
）
の
分
野
で
触
れ
て
然
る
べ
き
か
と
思

　
　
　
　
二
二

　
中
世
以
降
、
日
本
文
化
史
上
で
、
極
め
て
意
義
を
深
く
評
価
さ
れ
て
い
る
事

実
と
し
て
、
桃
山
期
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
際
し
て
、
日
本
側
に
伝
来
さ

れ
た
と
云
う
印
刷
術
と
云
う
問
題
が
あ
る
。

　
こ
の
技
術
の
伝
来
は
、
あ
た
か
も
、
平
安
時
代
に
仮
名
文
字
の
創
造
に
よ
っ

て
、
女
流
作
家
群
の
輩
出
を
見
、
物
語
類
の
盛
行
を
喚
起
し
た
現
象
に
類
似
し

て
お
り
、
印
刷
術
の
伝
来
は
、
決
し
て
過
少
評
価
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
。

　
文
禄
二
年
、
後
隠
喩
天
皇
が
、
勅
版
と
し
て
古
文
孝
経
、
及
び
錦
繍
段
、
日

本
書
記
神
代
巻
の
版
行
を
企
て
ら
れ
、
次
い
で
、
後
水
尾
天
皇
の
元
和
七
年
の

銅
活
字
本
、
塵
来
事
宝
類
の
開
版
、
等
は
、
未
だ
庶
民
層
に
は
、
関
係
程
遠
い

文
化
的
企
て
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
文
化
史
面
に
お
い
て
は
近
代
活
字
本
の
先

駆
と
云
う
意
味
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
、
や
よ
い
よ
徳
川
期
に
及
び
、
家
康
は
、
木
活
字
を
用
い
「
孔
子
家
譜

」
「
貞
親
政
要
」
「
吾
妻
鏡
」
を
版
行
し
た
事
は
、
新
規
伝
来
の
印
刷
術
な
る

る
も
の
が
如
何
に
歓
迎
さ
れ
た
か
を
証
す
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
「
此
五
三
年
、
摺
本
と
云
う
事
仕
出
、
何
の
書
物
を
も
於
京
都
摺
之
、
当
時

是
を
判
と
云
う
、
末
代
の
重
宝
な
り
」
　
（
当
代
記
巻
五
）

’
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
¥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
&

　
と
見
え
る
事
実
を
見
て
も
、
そ
の
歓
迎
ぶ
り
は
察
せ
ら
れ
よ
う
。

　
時
代
的
に
は
、
前
後
す
る
が
、
こ
の
様
な
為
政
者
の
活
字
本
の
版
行
の
鼎
は

更
に
広
ま
っ
て
私
的
な
刊
行
物
を
も
見
る
事
に
な
る
。

　
即
ち
、
角
倉
本
や
、
鏝
頭
屋
本
の
刊
行
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
角
倉
了
以
の
干
与
一
は
慶
長
十
三
年
に
、
平
仮
名
を
用
い
て
、
伊
勢
物
語
を

版
行
し
、
続
い
て
古
今
集
、
平
家
物
語
、
徒
然
草
、
源
氏
物
語
の
版
行
を
試
み

て
は
い
る
が
、
彼
の
こ
の
企
画
は
、
日
本
近
世
に
、
国
学
の
発
展
を
見
た
事
と

相
関
し
て
擬
物
語
出
現
の
最
大
の
起
因
を
な
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
彼
の
企
て
は
、
こ
こ
に
云
う
低
俗
文
学
の
発
生
、
波
及
に
極
め
て
大

き
い
影
き
よ
う
を
与
え
る
結
果
と
な
る
。

　
一
般
に
、
公
式
的
見
解
で
あ
る
が
、
近
世
文
学
は
庶
民
文
学
と
云
わ
れ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
事
実
、
江
戸
時
代
に
至
る
と
、
文
学
面
に
お
い
て
は
、
い
ち
じ
る
し
い
庶
民

性
を
加
え
て
来
る
事
は
、
庶
民
的
、
娯
楽
的
文
芸
と
し
て
現
れ
る
「
可
笑
記
」

　
（
寛
永
十
九
年
版
）
を
以
っ
て
先
駆
と
す
る
仮
名
草
子
の
流
行
に
よ
っ
て
も
証

さ
れ
得
心
。

　
し
か
し
、
私
の
問
題
と
し
た
い
の
は
、
こ
の
様
な
単
な
る
戯
作
的
な
低
俗
、

庶
民
文
芸
を
指
す
の
で
は
な
く
、
よ
り
風
刺
的
に
、
よ
り
世
相
の
欠
陥
を
あ
ば

き
得
る
様
な
擬
物
語
に
つ
い
て
、
こ
の
発
生
の
原
因
を
解
し
得
た
い
所
に
あ
る

　
　
　
　
四

　
新
潮
社
発
行
、
藤
村
作
編
、
綿
紡
日
本
文
学
大
辞
典
七
八
二
頁
の
「
仁
勢
物

語
」
解
説
の
項
に
、

　
　
「
併
し
当
時
の
歌
入
国
学
者
が
徒
ら
に
、
古
書
の
註
釈
に
没
頭
し
た
．
時
に
、

　
我
が
古
典
文
学
を
、
無
雑
作
に
、
狂
文
化
し
た
点
は
、
特
に
注
目
に
値
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
’
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叢
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
擬
物
語
中
「
新
つ
れ
づ
れ
草
」
は
作
者
は
明
確
で

は
な
い
が
、
平
賀
端
渓
で
は
な
か
ろ
う
か
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
’
一
体
そ
れ
が
、
確
実
で
あ
る
か
、
誤
り
で
あ
る
か
は
、
さ
て
お
い

て
も
、
彼
が
江
戸
期
に
戯
作
生
活
を
し
て
い
る
事
も
あ
る
の
で
関
連
す
る
事
実

と
し
て
と
り
上
げ
て
見
よ
う
、

　
平
賀
端
渓
と
云
え
ば
、
知
る
人
は
少
な
か
ろ
う
が
そ
れ
は
、
平
賀
湾
内
の
号

　1h

か

.W

1～

　
で
あ
る
と
記
る
せ
ば
、
合
点
行
く
者
も
あ
ろ
う
。

　
　
周
知
の
様
に
、
源
内
は
、
人
も
知
る
科
学
者
で
あ
り
乍
ら
、
あ
る
事
情
に
よ

り
後
に
戯
作
方
面
で
意
を
晴
ら
さ
ん
と
し
て
い
る
一
例
に
よ
っ
て
、
当
時
盛
行

　
を
見
る
擬
物
語
な
る
も
の
の
発
生
を
説
明
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
源
内
は
、
出
身
は
、
’
讃
岐
高
松
侯
の
足
軽
平
賀
定
右
衛
門
の
子
で
、
成
長
の

　
後
、
長
崎
に
出
て
オ
ー
フ
ン
ダ
語
を
学
び
、
本
草
学
者
と
な
っ
た
。

　
　
宝
暦
年
間
江
戸
に
出
て
（
宝
暦
三
年
）
三
浦
瓶
山
に
儒
学
を
、
賀
茂
真
淵
に

　
国
学
を
学
ん
だ
。

　
　
彼
は
、
こ
の
間
に
し
ば
し
ば
長
崎
に
出
向
き
、
電
気
機
械
の
研
究
も
な
し
、

　
又
、
本
草
学
の
利
用
に
よ
る
甘
涯
の
培
養
な
ど
も
研
究
し
て
い
る
。

　
　
し
か
し
、
当
時
、
町
人
層
の
経
済
的
な
発
展
を
実
際
に
体
験
し
て
、
財
力
の

　
偉
大
さ
を
知
り
、
利
殖
に
意
を
注
い
だ
が
成
功
せ
ず
、
こ
の
不
満
は
、
戯
作
方

　
面
へ
と
傾
注
さ
れ
た
と
云
わ
れ
る
。

　
　
即
ち
、
儒
、
国
学
を
始
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識
に
よ
り
洗
錬
さ
れ
た
彼
の
惑

　
覚
ぱ
、
彼
独
特
の
狂
文
の
創
造
を
可
能
に
し
た
も
の
ら
し
い
。

　
　
滑
稽
本
、
洒
落
本
、
浄
瑠
璃
の
各
分
野
に
亘
っ
て
彼
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
※
平
凡
社
刊
日
本
人
名
辞
典
よ
り

　
実
は
、
こ
の
様
な
問
題
が
、
勿
論
時
期
的
に
は
、
前
後
す
る
も
の
も
あ
る
が

擬
物
語
１
上
浮
世
草
子
中
よ
り
風
刺
、
狂
文
化
を
試
み
た
も
の
Ｉ
Ｉ
の
発
生
の

起
因
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
疑
問
、
そ
れ
が
、
私
の
と
り
上
げ

よ
う
と
す
る
「
擬
物
語
と
社
会
相
如
何
」
と
云
う
課
題
の
一
つ
の
面
で
あ
る
。

　
豊
臣
氏
よ
り
政
権
を
移
管
さ
れ
た
徳
川
氏
は
、
中
央
、
地
方
共
に
、
そ
の
支

配
体
制
強
化
の
為
に
強
力
な
組
織
を
創
造
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
要
求
さ
れ
’

る
事
は
、
中
央
集
権
的
な
組
織
に
思
想
的
な
基
礎
付
け
を
与
え
る
事
で
あ
っ
た

り
Ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ヘ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
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４
で

　
つ
ま
り
、
幕
府
の
権
力
支
配
を
倫
理
的
に
合
法
化
す
る
事
は
是
非
共
早
急
を

要
す
る
問
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
り
処
と
し
て
着
目
さ
九
た
の
が
、
儒
学
の

大
義
名
分
譲
に
外
な
ら
な
い
。

　
徳
川
氏
の
林
家
の
起
用
は
こ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
林
家
、
星

山
は
、
儒
は
実
で
公
、
仏
は
虚
で
私
で
あ
る
と
説
き
、
仏
教
で
は
、
人
倫
を
逸

し
、
仁
義
忠
孝
か
ら
離
脱
し
た
空
虚
の
も
の
で
し
か
な
い
と
説
き
意
気
ま
い
て
‘

い
る
。

　
　
　
　
※
児
玉
幸
多
著
、
江
戸
時
代
（
前
期
の
社
会
と
文
化
）
参
照

　
こ
の
儒
学
の
官
学
化
に
伴
う
盛
行
に
同
時
し
て
、
当
時
代
に
は
、
国
学
の
著

し
い
発
達
の
問
題
が
あ
る
。

　
近
世
の
強
力
な
国
内
統
一
は
、
対
外
的
に
は
、
国
家
意
識
の
自
覚
を
生
じ
、

国
体
観
念
の
喚
起
を
見
る
。

　
古
週
間
明
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
国
学
者
の
輩
出
、
古
典
籍
の
注
釈
の
続
出

さ
て
は
神
道
研
究
な
ど
と
、
古
道
究
同
然
は
高
潮
に
達
し
た
感
が
あ
る
。

　
私
の
こ
の
稿
で
意
図
し
て
い
る
論
旨
の
核
心
は
こ
の
国
学
問
題
に
触
れ
る
事

に
よ
っ
て
本
論
に
入
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
火
付
属
高
校
教
諭
）
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